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知的障害者更生施設Aにおける宿泊旅行の取り組み

一利用者が宿泊旅行を主体的に選択するために一
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目的を指導・訓練から社会経験の習得・拡大、社

知的障害者更生施設・知的障害者デイサービス　　会性の向上、余暇の充実などへと変容していかな

などの知的に「しょうがい」’）を持つ人が利用する　　ければならない。加えて、今後の社会福祉施設に

社会福祉施設では、社会経験の拡大や社会性の向　　おいてはノーマライゼーションの原理・権利擁護

上を目的として利用者全員を対象とした宿泊旅行　　などの面から、日常生活に関する様々な事柄を利

を行っている2）。しかし、社会福祉施設における　　用者が主体的に選択することができるようにして

宿泊旅行の多くは宿泊訓練やバスハイクなどであ　　いくことが求められている。

り、集団で実施することが多い。このような集団　　　こうした現状を背景として、知的障害者更生施

での活動は個人の要望を反映することが難しく、　　設A（以下、A施設）においても社会経験の習得

施設の利用者が宿泊旅行の旅行先・メンバー・旅　　・拡大と余暇の充実を目的として宿泊旅行を実施

行の時期などを主体的に選択することは困難であ　　してきた。A施設における宿泊旅行は小規模なグ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ループで様々な場所を旅行するという、従来の全

しかし、社会福祉施設における宿泊旅行は、本　　体活動・行事である集団での宿泊旅行よりは、よ

来、ノーマライゼーションの原理および社会シス　　リノーマライゼーションの原理に近いものであっ

テム的統合の観点3）からすれば、民間の旅行会社　　た。しかし、A施設におけるこれまでの宿泊旅行

が提供する旅行プランのように、有限ではあるが　　は、事前に利用者の宿泊旅行に関するニーズ調査

いくつかの選択肢の中から宿泊旅行の旅行先・内　　を行うものの、宿泊旅行の旅行先・メンバー・時

容・費用・時期・交通手段などの旅行に関する　　期等については施設主体で決定しており、利用者

様々な事柄を利用者が選択し参加するものであ　　が宿泊旅行に関する事柄を主体的に選択すること

り、様々な人で構成された小規模なグループ、或　　は困難であった。

いは個人で行われるべきものである4）。また、社　　　そこで、A施設では「利用者が宿泊旅行を主体

会福祉施設における日中活動の目的が指導・訓練　　的に選択し参加する」ことを目的として、「宿泊

からリハビリテーションや社会経験の習得・拡　　旅行プロジェクトチーム」を組織して宿泊旅行の

大、社会性の向上、余暇の充実などへとパラダイ　　あり方を検討し、宿泊旅行の新たな提供形態を実
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表1　平成16年度の宿泊旅行実施状況

期日 利用者数 旅行先

7／1・2 10 青梅

7／8・9 3 伊豆伊東

8／10・11 4 施設内宿泊

9／2・3 3 軽井沢

9／9・10 3 箱根

9／29～10／1 9 東京デイズニーシー

10／13～15 7 鬼怒川

10／28・29 10 東京ディズニーシー

11／17～19 7 東京ディズニーシー・ランド

ll／24～26 4 木更津

12／2・3 6 お台場

2／23～25 6 大阪ユニバーサルスタジオ

3／2～4 7 伊豆熱川

施した。 用者は宿泊旅行に関するアンケートによって具体

本研究は、A施設における「利用者の主体的選　　的な旅行先・時期・内容などの希望を施設側に伝

択の保障」を目的とした宿泊旅行の新たな取り組　　えることはできるが、宿泊旅行に関して選択でき

みについての実践研究報告であり、ノーマライ　　る部分は施設側から提示された宿泊旅行に「参加

ゼーションの原理に基づいた社会福祉施設におけ　　する」か「参加しない」の二択であった。

る宿泊旅行の新たな提供形態を考察・検証したも　　　このようにA施設におけるこれまでの宿泊旅行

のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　は、利用者の主体的選択が尊重されているとは言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い難い状況であり、利用者が毎年、様々な季節に1．A施設におけるこれまでの宿泊旅行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様々な場所に宿泊旅行に行くことが可能であって

A施設では利用者の社会経験の習得・拡大、余　　も、宿泊旅行に関する事柄を利用者が主体的に選

暇の充実を目的として、宿泊旅行が充実したもの　　択することができなければノーマライゼーション

となるように様々な地域に小規模なグループで行　　の原理を具現化することは困難である。

く宿泊旅行（一人につき2泊旅行を年1回、また　　　そこで、A施設では宿泊旅行を利用者が主体的

は1泊旅行を年2回）を実施してきた、平成16年　　に選択することができるように「宿泊旅行プロジ

度のA施設における宿泊旅行の実施状況が表1で　　エクトチーム」を組織し、宿泊旅行の提供方法を

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討することとなった。

しかし、「宿泊旅行に関するアンケート（図　　　この「宿泊旅行プロジェクトチーム」における

1）」を実施して利用者のニーズを調査し、施設　　検討課題は「利用者が宿泊旅行を主体的に選択す

側で利用者の相性や「しょうがい」の程度などを　　るためにはどのような提供方法が適切か」という

考慮するものの、宿泊旅行における旅行先・メン　　ことである。
バー・日程などは利用者のニーズに基づいて施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．新たな宿泊旅行提供方法の取り組み主体で決定していた。これはノーマライゼーショ

ンの原理や社会システム的統合、および、権利擁　　　この「宿泊旅行プロジェクトチーム」による検

護の面から見ても施設の主体者である利用者の自　　討の結果、

己決定が尊重されているとは言い難い。また、利　　①利用者のニーズを把握するために「宿泊旅行ア
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りょこう　　かん

旅行に関するアンケート

挨拶文・アンケートの締め切りなど

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
@き　り　と　り一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

りよこう

旅行アンケート

し　めい

氏名

　　　　　　　　　　　　　　　くだﾇれかひとつに○（まる）をつけて下さい。

はく　　　　　かい

1泊を2回

はく　　　　　かい

2泊を1回

どちらでもよい

た　　　　　　　い　けん　　　　　　よう　ぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　にゅう

その他、ご意見・ご要望がございましたらご記入ください。

図1　宿泊旅行に関するアンケート
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①宿泊旅行アンケート

号
②旅行先候補・時期の決定

号
③旅行先希望調査

号
④旅行先・日程・同行者の決定

号
⑤宿泊旅行の情報提供

＜｝　づ
　　　　　　　　　　　　　　　宿泊旅行に不参加

E宿泊旅行の実施

図2　A施設における宿泊旅行のフローチャート

ンケート」を実施する。　　　　　　　　　　　　てもらう。また、自由解答欄を設定し、提示し

②宿泊旅行アンケートに基づいて利用者のニーズ　　た選択肢以外のニーズも記入してもらった。加

を分析し、旅行先希望調査を実施する。　　　　　　えて、心身に重度の「しょうがい」を持ち医療

③旅行先希望調査に基づいて、旅行先・メンバー　　　的ケアが必要な利用者の体調面への配慮から、

・日程等を決定する。　　　　　　　　　　　　　　宿泊旅行への参加が難しい時期の有無と具体的

④宿泊旅行の詳細な情報を利用者に提示して宿泊　　　な時期を記入してもらった。

旅行への参加・不参加を確認し、最終的な調整　　②旅行先の候補・時期の決定

を行い宿泊旅行を実施する。　　　　　　　　　　①の宿泊旅行アンケートに基づいて、具体的

という決定がなされた。　　　　　　　　　　　　　な旅行先の候補と可能な限り提示できる時期を

A施設における宿泊旅行の新たな取り組みのフ　　　施設側で決定した。

ローチャートを表したものが図2である。　　　　③旅行先希望調査（宿泊先・旅行の時期の提示・

①宿泊旅行アンケート（利用者のニーズ調査）　　　選択）

最初に宿泊旅行における利用者のニーズを把　　　②で決定した具体的な宿泊旅行の旅行先・内

握するために、「宿泊旅行アンケート（図3）」　　　容と時期を「旅行先希望調査1、2（図4一

を行った。このアンケートでは大まかな宿泊旅　　　1、図4－2）」によって提示し、旅行形式

行の旅行先・内容等の選択肢を提示し、どのよ　　　（1泊および2泊）と利用者が参加したい宿泊

うなところに行きたいかなどを利用者に選択し　　旅行を選択してもらった。旅行先については第
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りようしゃ　　ほこしゃ　みなさま

利用者・保護者の皆様へ

へいせい　　ねんど　　しゅくはく　　　　　　　　　　　　　　　ねが

平成17年度　宿泊旅行アンケートのお願い

挨拶文・アンケートの締め切りなど

なか　　きぼう　　　　ないよう　　　　　　　　　かこ

※A～Hの中で希望される内容を○（まる）で囲んでください。

しめい

氏名

　　　　　　　　　い
p．1どんなところへ行きたいですか？

あそ かんせん　　　　　　　　　　　やきゅう

A．テーマパークで遊ぶ　　　　　　　　　　B．スポーツ観戦（サッカー、野球など）

きんこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょくじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんせん　　かんこうち

C．近郊のシティホテルでゆっくり食事　　　　D，やっぱり温泉・観光地

でんしゃ　　　　　　ふね　　　　　　ひこうき　　　　　　　　い　　　　　　　　　　とない　　　　　　　　　　　　　　　　しばい　　　み

巳電車（）船（）飛行機（）で行く　　F．都内でミュージカルや芝居を観る

ことしかぎ　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しせつないしゅくはく

G．今年限りのイベントに行く H．施設内宿泊

ほか　　こ　きぼう

Q．2　この他に御希望がありますか？

さんか　　むすか　　　　じ　き

Q．3　参加の難しい時期はありますか？

がつころ

はい　　　　　　　　月頃　　　いいえ

きょうりょく

ご協力ありがとうございました。

図3　宿泊旅行アンケート

一63一



166 長野大学紀要　第29巻第2号　2007

りようしゃ　　ほこしゃ　みなさま

利用者・保護者の皆様へ

へいせい　　　ねんど　　しゅくはくりょこうきぼうちょうさ

平成17年度　宿泊旅行希望調査

せんじっ　　きょうりょく　　　　　　　　　　　　しゅくはくりょこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうけいけっ　か　　　もと

先日ご協力いただいた「宿泊旅行についてアンケート」の集計結果に基づいて、
りょこうさき　　　こう　ほ　　　　あ　　　　　　　　　　　　　りょこうけいしき　　　かいすう　　　はくすう　　　　　えら　　　　　　　ないよう　　　ばんこう　　　き　ぼう

旅行先の候補を挙げました。旅行形式（回数、泊数）と選ばれた内容の番号を希望
じゅん　　　きにゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　ぼうにんずう　　　　　　　　　　　　あ　　　じょうきょう　　　　　　　　　じっ　し

順に記入してください。また、希望人数やホテルの空き状況によって実施できない
き　かく　　　はっせい　　　　　ば　あい　　　　　　　　　　　　　　　　　　りょうしょう

企画が発生する場合がありますのでご了承ください。

しめい

氏名

りょこうけいしき　　　　き　ぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

◆どの旅行形式を希望されますか？A～Dに○を付けてください。

はくりょこう　　　　　かい

A．2泊旅行を1回
はくりょこう　　　　　かい

B．　1泊旅行を1回
はくりょこう　　　　　かい

C，　1泊旅行を2回
りよこう　　　き　ぼう

D．旅行を希望しない

じょうき　　　　き　ぽう　　　　　　　りょこうけいしき　　　　　　　　　　てきこう　　　　　らん　　　き　ぽう　　　　　りょこうさき　　　きにゅう

◆上記の希望された旅行形式にあわせ適合する欄の希望する旅行先を記入して下さい。

はくりょこう　　　　　らん　　　　　　　　　えら

A…「2泊旅行」の欄から1つ選んでください。
はくりょこう　　　　　らん　　　　　　　　　えら

B…「1泊旅行」の欄から1つ選んでください。
はくりょこう　　　　　らん　　　　　　　　　えら

C…「1泊旅行」の欄から2つ選んでください。

1

図4－1　旅行先希望調査1
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はくりょこう

2泊旅行

ほっかいどう さっぽろ　　　　がつ　　　　がつ

1，北海道／札幌（8目～9月）
みや　ぎ　　　まつしま　　　　　　がつ　　　　　　がつ

2，宮城／松島（10月～11月）
ち　ば　　　　くじゅうく　り　はま　　　　がっ　　　　がっ

3，千葉／九十九里浜（7月～8月）
やまなし　　　ふ　　じきゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　　　がつ

4．山梨／富士急ハイランドパーク（10月～11月）
しすおか　　　い　す　こうげん　　　　　　がつ　　　　　　がつ

5．静岡／伊豆高原（11月～12月）
なが　の　　　かる　い　ざわ　　　　がつ　　　　がつ

6．長野／軽井沢（7月～8月）
なが　の　　　しんしゅうかみこう　ち　　　　がっ　　　　がつ

7．長野／信州上高地（6月～7月）
あいち　　　ばんばく　　あい　　　ちきゅうはく　　　　　がっ　　　　がっ

8．愛知／万博「愛・地球博」（8月～9月）
おおさか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　がつ

9，大阪／ユニバーサルスタジオ（2月～3月）
ひようこ　　　こう　べ　　　　がつ　　　　がつ

10，兵庫／神戸（1月～2月）

だい　　　き　ぼう　　　　　　　　　　　　　だい　　　き　ぼう　　　　　　　　　　　　　だい　　　き　ぼう

第1希望［　　］　第2希望［　　］　第3希望［　　］

はくりょこう

1泊旅行

にいがた えち　こ　ゆ　ざわ　　　　がつ　　　　　　がつ

1，新潟／越後湯沢（9月～10月）
とち　ぎ　　　　な　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　　　がつ

2．栃木／那須ハイランドパーウ（10月～11月）
ぐん　ま　　　くさ　つ　おんせん　　　　がつ　　　　がつ

3．群馬／草津温泉（1月～2月）
とうきょう　　　とうきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　　　　がつ

4．東京／東京ディズニーリゾート（11月～12月）
か　な　がわ　　　よこはまちゅうかがい　　　　がつ　　　　がつ

5．神奈川／横浜中華街（6月～7月）
か　な　がわ　　　み　うらかいがん　　　　がっ　　　　がっ

6．神奈川／三浦海岸（7月～8月）
か　な　がわ　　　はっけいじま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっ　　　　　　がっ

7，神奈川／ハ景島シーパラダイス（9目～10月）
やまなし　　　かわぐち　こ　　　　　がつ　　　　がつ

8，山梨／河口湖（8月～9月）
い　す　　　しも　だ　おんせん　　　　がつ　　　　がっ

9．伊豆／下田温泉（2月～3月）
あい　ち　　　　な　ご　や　　　　　がつ　　　　がつ

10．愛知／名古屋（6月～7目）

だい　　　　き　ぼう　　　　　　　　　　　　　　だい　　　　き　ぼう　　　　　　　　　　　　　　だい　　　　き　ぼう

第1希望［／　］　第2希望［／　］　第3希望［／　］

て　すう　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　　にち　　　　　　　　　　　　　　　　　へん　じ

※お手数ですが、　月　　日（　）までにご返事ください。

2

※旅行先・時期は例であり、A施設が実際に提示した宿泊旅行の候補地・時期とは異なる。

図4－2　旅行先希望調査2
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3希望まで記入してもらった。　　　　　　　　　旅行先希望調査の結果が図7である。この旅行

④旅行先・日程、同行者の決定　　　　　　　　　先希望調査によって利用者に宿泊旅行の具体的な

③の旅行先希望調査に基づいて、平成17年度　　候補地を提示すると、利用者のニーズは宿泊旅行

のA施設における宿泊旅行の旅行先・日程・メ　　アンケートと同様に温泉5＞（25％）、ディズニーリ

ンバー・同行者を決定した。　　　　　　　　　ゾート（23％）、近郊ホテル（12％）の希望が高

⑤宿泊旅行の情報提供（利用者への宿泊旅行の詳　　かったが、その他の旅行先については希望が分散

細の提示と参加・不参加の確認）　　　　　　　　した。また、いくつかの候補地については利用者

④で決定した宿泊旅行の旅行先・日程・メン　　が希望しない旅行先も見られた。

バー・同行者などの詳細を「宿泊旅行のお知ら　　　この旅行先希望調査の結果に基づいて、A施設

せ（図5）」によって利用者に提示し、利用者　　が実施した平成17年度の宿泊旅行実施状況が表2

に宿泊旅行への参加・不参加を確認した。　　　　である。平成17年度はユ5回の宿泊旅行を実施し

⑥宿泊旅行の実施　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A施設における宿泊旅行の取り組みでは、利用皿．結果および、宿泊旅行の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者の宿泊旅行に関するニーズは宿泊旅行アンケー

1．宿泊旅行アンケートの集計結果　　　　　　　　トと旅行先希望調査では同じような結果となっ

A施設において、宿泊旅行における利用者の　　た。しかし、宿泊旅行における個人のニーズは多

ニーズを把握するために行った宿泊旅行アンケー　　様であり、事前に宿泊旅行アンケートを行い利用

トの結果を示したのが図6である。この宿泊旅行　　者の宿泊旅行に関するニーズを把握し、それに基

アンケートでは、温泉（28％）・テーマパーク　　ついた旅行先希望調査によって宿泊旅行の旅行先

（27％）・近郊ホテル（19％）などのニーズが高　　・時期の選択肢を事前に提示することで利用者の

い結果となった。また、具体的な旅行先の希望は　　主体的選択を保障することが重要である。
「愛・地球博」「伊東のハトヤ」「沖縄・北海道な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．今後の課題ど」「ディズニーリゾート」「ハイキング」「関東

近郊」などであった。　　　　　　　　　　　　　　このA施設における新たな宿泊旅行の取り組み

2．旅行先希望調査　　　　　　　　　　　　　　　は、ノーマライゼーションの原理に基づいて社会

宿泊旅行アンケートの結果を元にA施設におけ　　福祉施設で提供される宿泊旅行をこれまで以上に

る平成17年度の宿泊旅行の旅行先の候補・時期を　　利用者主体へと改革し、宿泊旅行における利用者

利用者に提示し、旅行先希望調査を行った。　　　　の自己決定を保障することが目的であった。この

平成17年度のA施設における旅行先希望調査で　　利用者が宿泊旅行を主体的に選択するという目的

は以下の22ヵ所の旅行先を候補地として提示し　　を果たすため、A施設では宿泊旅行の提供形態を

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再検証し、事前に宿泊旅行の旅行先の候補・時期

などの概要を提示して利用者に主体的に選択して

大阪／ユニバーサルスタジオ・愛知／「愛・地球　　もらうことで、宿泊旅行に関する一部ではあるが

博」・沖縄／冬の琉球・宮城／仙台の旅・栃木／　　利用者の自己決定を保障することが可能となった

りんどう湖ファミリー牧場＆温泉・静岡／下田温　　のである。

泉・長野／軽井沢・神奈川／八景島・神奈川／箱　　　しかしながら、宿泊旅行に同行する支援者・宿

根・東京／東京ディズニーリゾート・東京／ミ　　泊旅行の内容・食事・交通手段までは施設の支援

ユージカル・東京／東京ドームホテル（スポーツ　　体制・年間スケジュール・予算等の関係から、施

観戦）・東京／近郊ホテル・神奈川／大磯ロング　　設主体で決定した。また、心身に重度の「しょう

ビーチ・神奈川／横浜ランドマークタワー・群馬　　がい」を持つ利用者は、体調面への配慮から夏季

／伊香保または草津・山梨／河口湖・静岡／ハト　　・冬季の参加、長距離の移動等が難しく宿泊旅行

ヤ・花火大会・神奈川／三浦または鎌倉・東京／　　の選択の幅が狭められてしまった。結果、医療的

浅草・施設内宿泊　　　　　　　　　　　　　　　　ケアを必要とする利用者の選択肢が限定的であった。
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りようしゃ　　ほこしゃ　みなさま

利用者・保護者の皆様へ

へいせい　　　ねんど　　しゅくはくりょこう　　　　し

平成17年度　宿泊旅行のお知らせ

こんねん　ど　　　りょこうさき　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっばくりょこう　　　　　かい

今年度の旅行先が決まりましたのでお知らせいたします。なお、一泊旅行を2回
かた　　　ほん　　　し　　　　　よう　し　　　　　まい　　　くば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくにん

の方は本お知らせ用紙を2枚お配りいたしておりますのでご確認ください。
しつもん　　　　　ふ　めい　　　てん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　すう　　　　　　　　　　りょこうたんとう　　しょくいん　　　　　　　　し

ご質問、ご不明な点がございましたらお手数ですが、旅行担当の職員までお知ら

せください。

詑

にっごい　　　　　へいせい　　　ねん　　　がつ　　　にち　　　すい　　　　　　　　　　がつ　　　にち　　　きん

①日程　　平成17年10月12日（水）から10月14日（金）

い　　　さき　　　やまなしけん　　　ふ　　じきゅう

②行き先山梨県／富士急ハイランドパーク

さん　か

③参加メンバー

り　ようしゃ

利用者AさんBさんCさんDさん
しょくいん

職員　　EさんFさんGさん

ボランティア　Hさん

し、じよう

以上

りょこう　　　さん　か　　　　　　　　　　　　　ば　あい　　　　　　　がつ　　　　　にち　　　　　　　　　　　　　　　　れんらく

＊この旅行に参加なされない場合は　　月　　日（）までにご連絡ください。

図5　宿泊旅行のお知らせ
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口温泉・観光地
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28％
口近郊ホテル

12％ ■公共交通機関

口施設内宿泊
綴i鷺　”㈱鱒呵・　　7酵　7服　　　　　需鼻　店　・試慶　汚圧

b　杯　冒

f鐸舞謙1隷。 ■都内観劇

　　　　　　　懸1癖糊ll百

P9％ @　窯購聾…轟
匡ヨ今年限りのイベント

臼　ゼ

～　　27％ 國スポーツ観戦

図6　宿泊旅行アンケート結果

ロディズニーリゾート

翻近郊ホテル

口沖縄

｡りんどう湖

ﾚハトヤ

6％ ロユニバーサルスタジオ

騒箱根
　　　　　　　　師U％iii　　　　　　・譲雛輯
@　　　　　　　　　　講雲難黙　
@　　　　　　　　　　　　畿難踊 12％

回愛・地球博

｡施設内宿泊

7％　　　　　　　　　　　　縫畿 團仙台

皿大磯ロングビーチ
7％

8％ ■河口湖
7％ 8％ 閣下田温泉

図7　旅行希望先調査結果

こうした結果から、今後はより詳細な宿泊旅行　　でいかなければならない。

の情報を提示することと、宿泊旅行の内容や交通　　　具体的には、

手段、食事など選択できる項目を拡充し、より利　　　①宿泊旅行の詳細な内容提示と選択

用者主体で宿泊旅行が実施できるように取り組ん　　　　光内容・宿泊先・交通手段など）
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表2　平成17年度の宿泊旅行実施状況

期日 利用者数 旅行先

6／16・17 8 東京ディズニーリゾート

7／7・8 4 近郊ホテル

8／4・5 4 大磯ロングビーチ

8／9～11 5 りんどう湖

8／25・26 5 施設内宿泊

9／7～9 5 愛・地球博

9／21・22 6 箱根

10／6・7 11 東京ディズニーリゾート

10／20・21 6 近郊ホテル

10／31～11／2 4 仙台

11／17・18 4 河口湖

ll／21・22 5 伊東ハトヤ

11／30～12／2 3 伊豆下田温泉

2／1～3 8 沖縄

2／22～24 6 大阪ユニバーサルスタジオ

②宿泊旅行の時期の自由な選択 自由に選択できるシステムを構築しなければなら

③医療的ケアを必要とする人への対応　　　　　ない。また、③の医療的ケアを必要とする心身に

④宿泊旅行のメンバーと同行する支援者の選択　　重度の「しょうがい」を持つ人への対応は、地域

の4点を実現していくことが必要であり、今後の　　生活環境のバリアフリー化と共に、宿泊旅行への

課題である。　　　　　　　　　　　　　　　　　看護師の同行や、支援者の医療および医療機器の

こうした課題に対応するためには、より詳細な　　知識・技術の向上などの支援・援助体制を整備し

宿泊旅行に関する情報を利用者に提供すること　　て、医療的ケアを必要とする利用者の宿泊旅行の

と、宿泊旅行に関する様々な事柄を選択できるよ　　充実を進めていくことが必要である。しかしなが

うに改革していくことが必要である。①の宿泊旅　　ら、④の同行する支援者の選択は社会福祉施設に

行の内容の選択は、情報提供の段階で食事・観光　　おける支援・援助システムの改革が行われない限

内容・宿泊先・交通手段などの宿泊旅行の内容を　　り困難であると考えられる6）。

利用者に提示することが可能であれば、利用者が　　　将来的には「しょうがい」のあるなしにかかわ

その情報を基に宿泊旅行を選択することが可能で　　らず、民間の旅行会社を利用して7）様々な人と共

ある。更に、食事や観光内容・宿泊先・交通手段　　に、或いは個人で宿泊旅行に行くことが望ましい

などの選択できる項目を拡充し、宿泊旅行に関す　　が、現状では「しょうがい」を持つ人が個人で民

る事柄を利用者が自由に選択することが可能であ　　問の旅行会社の旅行プランなどに参加することに

れば余暇としての宿泊旅行がより充実したものと　　は様々な課題があることが予想される㌔このた

なる。そして、②の宿泊旅行の時期の選択につい　　め社会経験の習得・拡大、社会性の向上や余暇の

ては、本来、旅行の時期を選択するということ　　充実を目的としたサービスの一環として、社会福

は、旅行に行く上で重要な要因のひとつであり、　　祉施設において宿泊旅行を提供することが必要で

宿泊旅行の時期を施設の年間スケジュール等に　　ある。また、社会福祉施設には年間スケジュール

よって施設主体で設定するのではなく、利用者が　　・予算・職員数などに制約があるが、宿泊旅行を
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施設サービスとして提供する限り、サービスの多　　　イメージがあり、諸外国ではDisabled（障害者）、

様1生の確保と利用者の自己決定を保障する必要が　　　HandicapPed（社会的不利・ハンディキャップ）など
ある。今回のA施設における宿泊旅行の取り組み　　　から新たな用語としてChallenged　Pers・n（挑戦する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人）などへと変容しているが、「ハンディを持つ人」のように、今後の社会福祉施設における宿泊旅行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や「挑戦する人」といった表現も障害者を適切にあ

においては・旅行先・観光内容・時期・交通手段　　　らわしているとは言い難い。そこで、本研究では法

などの様々な事柄をより明確に提示し、利用者が　　　律の条文や制度などの名称以外は仮に障害を「しょ

宿泊旅行を主体的に選択できるようにしていかな　　　うがい」、障害者を「しょうがい」を持つ人と表記す

ければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　る。なお・今後・こうした表現は変更される可能性

があるため、括弧付けで表記する。

おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）鈴木（2005：34）が実施した「東京都内知的障害

者通所更生施設・知的障害者デイサービスの日中活
本研究のA施設における宿泊旅行への取り組み　　　動調査」では、東京都内の知的障害者通所更生施設

では、民間の旅行会社の旅行プランに社会福祉施　　　の全体の13，5％の施設が全体活動・行事として旅行

設で提供されている宿泊旅行を近づけようとした　　　を行っている。これは施設で実施されている全体活

結果である。A施設における宿泊旅行の取り組み　　　動’行事の中ではもっとも高い数値である。
は「利用者がいくつかの宿泊旅行から参加したい　　3）Bengt（1998：26’104）1まノーマライゼーシヨン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の原理のひとつとして、「知的障害者本人の選択や願宿泊旅行を主体的に選び参加する」という当たり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い、要求が可能な限り十分に配慮され、尊重されな

前のことに取り組んだにすぎないが・結果として　　　ければならない。」と述べている。また、統合の定義

利用者の選択肢を広げ利用者の主体的選択を実現　　　のひとつとして、「自己決定が尊重され、成長、成熟

することが可能となった。　　　　　　　　　　　　　し、自己実現の機会を得ること。」という社会システ

今後の社会福祉施設には宿泊旅行だけでなく、　　　ム的統合を挙げている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）社会福祉施設におけるすべての行事・活動が、施設における日中活動・外出・食事・支援者と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様々な人から構成される小規模なグループで行われいった様々な事柄・サービスを利用者が主体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るべきであるかどうかは議論の余地があるが、河東

選択できるような取り組みを続けていくことが求　　　田・杉田（2002：47）は「知的障害をもつ人々だけ

められており、それがノーマライゼーションの原　　　が集まって日中を過ごし、仕事の内容も十分に選べ

理の具現化に向けた重要な取り組みとなるのでは　　　ないのはノーマルなことではない。」と述べている。

ないだろうか。そして、これからの社会福祉には　　　また・鈴木（2005：48－49・51－52）は知的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「しょうがい」を持つ人の社会的孤立や社会福祉施社会的に支援・援助が必要な人が地域社会から孤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設の閉鎖性を解消するためには社会福祉施設が地域立しないように、社会福祉施設や余暇活動などの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会と協働することが不可欠であり、社会福祉施設

生活環境を地域社会に統合し・年齢や性別、　　　の小規模化は施設の利用者のサービスの選択肢を広

「しょうがい」のあるなしに関わらず、様々な人　　　げることが可能であると述べている。

が共に歩むことができる共生社会を実現すると共　　5）りんどう湖・ハトヤ・箱根・下田温泉を合計した

に、複雑・多様化するニーズに対応するために、　　　もの゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）鈴木（2005：25、55－56）が実施した「東京都内社会福祉サービスの選択肢を拡充しサービスの利　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知的障害者通所更生施設・知的障害者デイサービス用者が社会福祉サービスを主体的に選択できるよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の日中活動調査」では、東京都内の知的障害者通所

うにしていかなければならない。そのためには、　　　更生施設の72．3％の施設が支援者を選ぶことができ

社会福祉サービスをよりノーマルな状態に近づけ　　ない。鈴木はこうした状況を改革するためには、施

ると共に、サービスを提供する側が、限られた資　　　設機能を日中活動機能と支援（援助）機能に分割

源のなかで可能な限りの選択肢を提示してサービ　　　し・個別支援（援助）者システムの構築が必要であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると述べている。スの利用者に選択してもらうという視点が必要で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）Bengt（1998：24）はノーマライゼーションの原理ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のひとつとして、「余暇活動は、純粋に休養や楽しみ

のためであれ、個人的教育的意味合いを持つもので

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あれ、リハビリテーションの目的のためという意味

1）「障害」という用語は「障」、「害」ともに否定的な　　　で一般の地域施設を利用すべきである。」と述べてい
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る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「参加から始める知的障害のある人の暮らし一支援

8）例えば、強度行動「しょうがい」や差別・偏見、　　　を高めるアクティブサポートー』相川書房）

バリアフリー環境の不備、支援・援助者の確保な　　Wolf　Wolfensberger（1981）η～ερr∫ηcψ！6φ1＞or配α1fzα∫∫oη

ど。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’η加〃～研58rり∫cθ5　National　Institute　on　Mental　Retardation

（＝1996　中園康夫・清水貞夫　編訳「ノーマリ

参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼーションー社会福祉サービスの本質』学苑社）

Bengt　Ni巾（1967，1969，1970，1971，1972，1976，1980，　　河東田博・孫良・杉田穏子ほか著（2002）『ヨーロッパ

1982，1985，1993，1998）Z肋ηor〃zα’如∫’oηpr’顧卿　　　における施設解体一スウェーデン・英・独と日本の

ραρ8r5（＝2004　河東田博　橋本由紀子　杉田穏子　　　現状』現代書館

他　訳編『新訂版　ノーマライゼーションの原理　　鈴木政史（2005）「知的に重い「障がい」を持つ人々の

一普遍化と社会変革を求めて』現代書館）　　　　　　　　日中活動に関する研究一日中活動の選択と共生社会

Edwin　Jones，　Jonathan　Perry　and　Kathy　Lowe，　et　al　　の実現に向けて一』東北福祉大学大学院　総合福祉
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